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第３８回島根県立大学短期大学部教育研究評議会議事要旨

［ 平成２２年度 第３回（定例） ］ 

日  時   平成２２年６月１６日（水）１５：１２～１５：５０ 

場  所   出雲キャンパス 大会議室 

出 席 者   本田学長  中島委員 

       ［松江Ｃ］ 高橋委員 伊藤委員 岸本委員 河原委員 

       ［出雲Ｃ］ 山下委員 田中委員 吉川委員 齋藤委員 

       ［事務局］ <松江Ｃ> 日下事務室長 玉木管理課長 吾郷教務学生課長 

             <出雲Ｃ> 稲垣事務室長 恩田管理課長 小林教務学生課長 

欠 席 者   なし 

  会議の冒頭で、学長から新聞報道のあった短期大学部看護学科の四年制化について、法人の 

悲願であり、知事が方針を明らかにされた訳で、今後残された課題は多いが、法人全体の課題

として取り組んで行きたい旨発言があった。 

  また、山下委員から、乾坤一擲、四年制化に向けて教員職員が一体となり対応して行きたい

ので松江、浜田両キャンパスにも引き続きご支援をお願いしたい旨発言があった。 

  このあと、規程により学長が議長となり議事を進行した。 

〔 議 事 〕

議題１ 第３７回教育研究評議会議事要旨の確認について

＜資料１＞ 第３７回島根県立大学短期大学部教育研究評議会議事要旨（案） 

        学長から、あらかじめ配布した議事要旨について確認があり、原案通り承認された。 

議題２ 特任教授規程の改正について

＜資料２＞ 島根県立大学短期大学部特任教授規程の改正について（案） 

学長から、この改正は再雇用制度との整合性を図るため特任教授の任期及び任期の始期

に関して行う旨資料２により提案され、また、稲垣事務室長からその詳細説明を行った

後、議長が諮ったところ、原案通り承認された。 

議題３ 教員採用について

＜資料３＞ 短期大学部教員採用について 

学長から、資料３により出雲キャンパスの助教から自己都合で今年度末をもって退職

したい旨申し出がありその補充人事について発議があった。 

稲垣事務室長から、選考スケジュール（案）について、専門委員会規則§２Ⅲの「規

則」は「規程」に、１０月７日の「（水）」は「（木）」に、それぞれ訂正の上説明が

あった。 

高橋委員から、今回の発議に至る経過について確認があり、山下委員から、補足説明が
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あったのち、原案通り承認された。 

議題４ 評議会人事委員会委員について

＜資料４＞ 短期大学部教育研究評議会人事委員会委員名簿（案） 

   学長から、短期大学部教育研究評議会人事委員会の委員について資料４のとおり 

提案があり、原案通り承認された。 

議題５ 平成２１事業年度に係る業務の実績に関する報告書について

＜資料５＞ 平成２１事業年度に係る業務の実績に関する報告書（案）

    学長から、資料５により報告書（案）のうち、教育研究に関する事項については、教育

研究評議会に諮るものである旨説明、提案があった。 

また、稲垣事務室長から報告書（案）の作成経過と今後のスケジュール等について補足

説明の後、議長が諮ったところ原案通り承認された。 

〔その他〕

○ 次回開催について

・事務局から、次回は８月４日(水)15：00から松江キャンパスで開催する旨、確認があった。 

・８月の定例教育研究評議会は、特別な事由のない限り「休会」とすることが確認された。 

・６月２３日開催予定の自己点検・評価研修会について、ＴＶ会議により開催される旨、確認が

あった。 


